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資料１

決算資料



令和５年度決算（案）
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項目 予算（Ａ） 決算（Ｂ） 差引(Ｂ－Ａ) 主な内訳等

京都市負担金 3,000,000円 3,000,000円 － 京都市負担金

その他 － 12円 12円 利息

合計 3,000,000円 3,000,012円 12円

項目 予算（Ａ） 決算（Ｂ） 差引(Ｂ－Ａ) 主な内訳等

スマート電力システムの在り
方検討に係る調査費

2,700,000円 2,618,000円 ▲82,000円 調査委託費

諸経費 300,000円 283,428円 ▲16,572円 監査費、会場費 等

翌年度繰越 ー 98,584円 98,584円

合計 3,000,000円 3,000,012円 12円

＜支出＞※ 未払いのものを含む。

決算収支 ０円

＜収入＞



令和５年度の取組
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※ 以降は令和５年度第３回総会（令和６年３月１８日開催）で説明済み



令和５年度事業計画 ≪令和5年7月7日総会にて議決≫
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第１回：設立総会 ⇒ 令和5年7月7日

第２回：会員取組事例紹介（協議会キックオフ）【秋頃】 ⇒ 令和5年11月9日

第３回：取組結果報告【冬頃】 ⇒ 令和6年3月１８日

計画 実績

■ 地域での経済・環境価値循環にもつながるスマート電力システムの在り方の検討

－ 市内のエネルギーリソースの賦存状況や、将来目標を踏まえた市内での「調整」・
「デマンドレスポンス」のポテンシャルを検討する。

⇒ 別紙①参照

■ 様々なエネルギーリソースを用いた市域での電力の需給調整等の実証

＜「再生可能エネルギーアグリゲーション実証事業」の継続＞
－ 昨年度、「再生可能エネルギーアグリゲーション実証事業」の一環で実施した市内での

実証や分析を継続する。

⇒ 別紙②参照

＜市内特定事業者と連携した実証＞

ー 省エネ法改正（令和５年４月１日）を踏まえ、市内特定事業者にデマンドレスポン
スに関するニーズ確認・実施へのアプローチを行う。

⇒ 別紙①参照

■ 事業者・市民等の認識向上を図る広報

－ 京都市内での「調整」・「デマンドレスポンス」の認知度の向上を図るため、動画コンテンツ
の利用をはじめ、市内の事業者・市民への広報を実施する。

⇒ ・ホームページの制作

取組事項

総会開催



ホームページ開設

5※ 京都市情報館内：https://www.city.kyoto.lg.jp/sankan/page/0000319171.html
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